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UPS：Uninterruptible Power Supply  PCS：Power Conditioning System 3

１-１．事業概要

幅広い産業ニーズに応える“強いプロダクト事業”の確立

インダストリアルプロダクツBU・日立産機システム
～ 相互連携による一体運営 ～

機 械
ドライブ・

オートメーション 受変・配電

資源･Oil＆Gas

Oil&Gas､マイニンクﾞ､都市ガス

ライフ・セキュリティ

医薬､食品､農業､都市

基盤産業

基幹製造業､ユーティリティ

社会インフラ

上下水道､道路､空港・港湾

プロダクト

事業分野

圧縮機､マーキング
ポンプ､送風機

変圧器､受変制御モーター、インバーター
UPS､PCS､IoTコントローラー
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１-２．日立グループ内の位置づけ（１）

フロント・プロダクト連携による産業系ビジネスの拡大

強いプロダクトをベースにデジタルソリューションを提供

電力・
エネルギー
分野

産業・
流通・
水分野

アーバン
分野

金融・
公共・

ヘルスケア
分野

プロダクトで価値を提供

インダストリアルプロダクツBU
日立産機システム

フロント

プラットフォーム サービス＆プラットフォームBU

プロダクト
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分 析（AI） 対策立案

データ収集・蓄積 現場へフィードバック
OT×ITノウハウ

Security
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１-２．日立グループ内の位置づけ（２）

強いプロダクトをベースにデジタルソリューションを提供

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（フ
ロ
ン
ト
）

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

M2M通信デバイス IoTコントローラー

プ
ロ
ダ
ク
ト

つ
な
げ
る

機
器

つ
な
が
る機

器

搬送システム動力源 マーキングシステム プロセスライン

低圧ドライブ 高圧ドライブマーキング空気圧縮機

経
営
管
理
系
シ
ス
テ
ム

現
場
系
シ
ス
テ
ム
（工
場
）

経営管理

OT

デジタルデータデジタルデータ

・
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１-３．２０１６年度総括
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＊1 2016年6月1日公表
＊2 循環型事業：交換部品などのアフターマーケットがあり継続的なリプレース市場のある事業

 構造改革推進による収益改善
 プロダクト専任販売体制の強化
 プロジェクト管理体制・品質管理の強化

新製品投入により増収増益
IoT対応プロダクト事業立上げ
 IoTコントローラー発売
 圧縮機IoTクラウド監視サービス開始

 堅調業種に注力した受注拡大

 新エネルギー市場攻略（日本・インド）
 省エネ・高効率対応（一般産業）

グローバル事業の強化・拡大

 循環型事業*2の成長戦略加速
 北米・中国の事業基盤強化

量産
プロダクト

非量産
プロダクト

3,500 3,444

2016年度
期初見通し*1

2016年度
実績

2015年度
実績

3,723

4.0% 4.6%2.1% 3.4% 2.5%1.3%

2015年度
実績

2015年度
実績

売上収益（億円） 調整後営業利益率 EBITマージン

成果 課題

量

産

非
量
産

2016年度
実績

2016年度
実績

2016年度
期初見通し*1

2016年度
期初見通し*1

EBIT：受取利息及び支払利息調整後税引前当期利益
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２０１８年度対象市場規模*1

合計 約５４,０００億円
主な地域：業種

グローバル：
自動車、食品、化学

グローバル：
食品、医薬品、電子部品

日本：公共、ビル関連

アジア・EMEA：
Oil & Gas 中小型モーター駆動

日本・アジア・中国：
自動車、工作機、搬送

日本・アジア：公共など

２-１．狙う市場の環境

8

遠心圧縮機

空気圧縮機

マーキング

ドライブ・
オートメーション

ポンプ・ファン

受変・配電

5%

＊1 日立推計
＊2 2016年度から2018年度のCAGR（Compound Annual Growth Rate）

1%

5%

1%

対象市場の動向

 原油価格安定化による市場活性化期待

 IoT化による最適生産の実現
 省エネ・高効率需要の継続伸長
 省力・自動化ニーズ拡大

4%

3%  インフラ・リニューアル需要の拡大

 一般産業（自動車、食品など）の持続的成長
 IoT化による保守・サービス市場の拡大

 食品・医薬品市場の拡大（トレーサビリティ）
 IoT化による保守・サービス市場の拡大

 国内公共横ばい、一般産業・ビル需要堅調

事業分野 CAGR*2

4%
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２-２．めざす姿
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幅広い産業ニーズに応える“強いプロダクト事業”の確立ビジョン

重点事業のグローバル展開加速

 循環型事業のグローバル成長戦略加速
 IoT市場対応強化：プロダクト事業拡大、サービス事業拡大
 伸長事業へのリソース集中と戦略的投資

基本方針

事業の位置付け 方 針

空気圧縮機
成長のエンジン

（循環型事業の推進）

グローバル展開加速

IoT対応機能強化

サービス事業拡大

グ
ロ
ー
バ
ル

重点事業

マーキング

ドライブ・
オートメーション

高付加価値分野への
転換

IoT市場向け製品力強化

高効率、高トルク対応

受変・配電

欧米市場拡大

つながる機器

エッジコンピューティング
対応

安定成長

IoT対応コントローラー機能強化

M2M通信デバイスの拡充

高効率・省エネ市場対応強化

IoT対応強化

つなげる機器

つながる機器

アモルファスモーター

アモルファス変圧器

監視・予防保全

M2M通信デバイス
IoT

Lumada



© Hitachi, Ltd. 2017. All rights reserved.

事業別売上収益計画 地域別売上収益計画

２-３．事業構成

海外比率32%海外比率25%

米州 EMEA

アジア

中国

日本

重点比率67%重点比率57%

２０１６年度 ２０１８年度見通し ２０１６年度
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米州 EMEA

アジア

中国日本

重点事業のグローバル展開加速

循環型事業（空気圧縮機・マーキング）への重点投資

 自己成長（オーガニック）とアライアンスの組合せによる成長加速
ー重点事業の拡大、重点地域攻略（米州、中国）ー

強化方針

重点
事業

重点
事業

２０１８年度見通し
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２-４．重点事業の成長戦略

マーキング空気圧縮機 グローバル市場規模* ３,５００億円(２０１５年）グローバル市場規模* ７,５００億円(２０１５年）

シェア構成（スクリュー式）

2015
年

2020
年 E社 日立 F社 G社 その他A社 B社 C社

日立
D社 その他

A社 B社 C社
D社
日立 その他

2015
年

2020
年

めざすポジション

循環型事業（空気圧縮機・マーキング）のグローバルトッププレイヤー入り

顧客が幅広い産業分野に分布
アフターマーケットが大きい

景気による需要の変動が小さい
デジタルイノベーションのビジネスチャンスが多い

循環型事業（空気圧縮機・マーキング）の特徴

顧客・販売網の獲得と
プロダクトを起点とした産業系デジタルソリューション事業の展開

■事業地域拡大
米州、中国市場での展開強化

戦略
■事業領域拡大
インク式からレーザー式など製品を拡大

戦略

CIJ：Continuous Ink Jet printer

シェア構成（ＣＩＪ）

＊日立推計

E社 F社 G社 日立 その他
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事業内容
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２-５．空気圧縮機事業（１）

定置式 ポータブル
(可搬式)

アフター
マーケット

ソリューション
（遠隔モニタリング）

グローバル成長戦略加速による事業拡大

■ Sullair社買収による北米市場本格参入

Sullair社概要

設立 1965年 本社所在地 米国・シカゴ

資本金 377百万ドル(2016年12月31日現在) 従業員数 約890人

製造拠点 米国/ミシガンシティ、中国/深セン・蘇州

売上収益 2016年度(実績) 432億円 2017年度(見通し) 458億円

代理店数 北米約200社、中国約50社
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地域別売上収益（2016年度）Sullair社顧客・販売網の獲得

２-５．空気圧縮機事業（２）

Sullair社日立
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米州

アジア

中国

EMEA

米州 EMEA

中国

アジア

日本

豪州

Sullair社の北米販売網

・代理店数：約２００社
・エンドユーザー：約４,０００社

空気圧縮機事業 2018年度売上収益：目標1,000億円超

Sullair社とのシナジー

Sullair社の強み 日立の強み

地 域 北米・中国 日本・アジア

業 界 建設・マイニング・化学・食品 自動車・食品・医薬・電子

製品/システム 大型定置式・ポータブル圧縮機
オイルフリー・インバーター圧縮機、

デジタルソリューション
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遠隔モニタリング 圧縮空気供給ビジネス ＜As a service＞

２-５．空気圧縮機事業（３）

14

Sullair社が全工場のドライ
圧縮空気供給を一括請負
（620m3/min）

Dow Chemical
Midland工場の例

・日立の産業系デジタルソリューションとの融合
・事業のデジタル化、高度化

■ Sullair社の北米でのデジタルサービス展開例

適用顧客数拡大
北米・中国市場での競争優位化
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空気圧縮機 マーキング機器など

製品ラインアップの強化、関連プロダクト・サービスの提供

現場機器・サービスからソリューションに向けたデジタル化を提案

産業系デジタルソリューション

Sullair社の北米顧客数：約4,000社 ー幅広い業種、有力グローバル顧客に展開ー

15

２-５．空気圧縮機事業（４）

■ プロダクトを起点に北米産業系デジタルソリューション事業を展開

ライフ
サイエンス

食品
飲料

電子
部品

モビリティ
建設

マイニング

Oil
＆
Gas

リテール

IoTプラットフォーム
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海外売上収益拡大

新製品投入製品ポートフォリオ拡大

２-６．マーキング事業

売上収益 総合メーカー
（3社）

トータルマーキング

インク式からレーザー式など製品拡充

ノズル1

ノズル2

ツインノズル印字サンプル

ツインノズル機 新型レーザマーカー

高機能・環境インク

鶏卵用

紫外線発光
米州

米州

EMEA

EMEA

アジア

アジア

中国

中国

日本

日本
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特化型メーカ上位30社

(海外売上収益比率)

(63%)

(70%)

事業領域拡大とグローバル成長戦略加速

■ トータルマーキング事業構築 （レーザーマーカー・検査装置など）

製品ポートフォリオ拡大による事業領域拡大

海外売上収益拡大：新製品投入による新規顧客創出、Sullair社顧客への展開
強化方針

2016年度

2018年度
見通し

検査装置



© Hitachi, Ltd. 2017. All rights reserved.

ＩｏＴコントローラー
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IoTソリューションを実現する上位コントローラー

（オープン化、リアルタイム化）

２-７．ＩｏＴ市場対応強化（１）プロダクト

エッジコンピューティング対応

OT×IT融合によるお客さまの価値創出

OTとITのつなぎを容易に実現するプロダクトの提供

IoT対応オープンコントローラーによるOTとITの融合
強化方針

ドライブ （アモルファスモーター)

Core

Coil

Magnet

アモルファスモーター 一体型
スクロール空気圧縮機

採用事例
デジタルソリューションの顧客協創

社会・経営課題の解決

アモルファス合金をコアに採用

世界最高水準の高効率

薄型扁平構造

ＩｏＴ対応

HXシリーズ

・ 省エネ性能向上
・ 従来比37%の超小型化

Amorphous Motor

Oil Free Scroll

Cooling Fan



© Hitachi, Ltd. 2017. All rights reserved.

日立のプライベートクラウド
キャリア閉域網よりセキュアに接続
自前のつなげる機器での構築

２-７．ＩｏＴ市場対応強化（２）サービス事業

空気を使用した分だけの支払い
ーペイ・パー・ユース（pay-per-use）ー

故障予兆診断 予防保全

ＤＢ
Ｗｅｂ
Ｓｅｒｖｅｒ

日立プライベートクラウド

Internet

初期投資不要 空気量単位契約

異常時の迅速対応計画的巡回

設備の保守サービス・運用サポートへの展開

M2M通信対応 クラウド監視サービス お客さまのメリット

2017年10月
空気圧縮機全機種に標準搭載

圧縮空気供給ビジネス As a service 

製品ライフサイクルサポートへの貢献

つなげる
サービス

つながる
機器

設備の保守・保全・
リプレースをサポート

つなげるサービス

18

クラウド監視活用
パッケージ型保全サービス
2016年10月オプション運用開始

保守メニュー充実による
柔軟な設備運用・アセット効率化に貢献

キャリア
閉域網

ファイア
ウォール

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjyl5fgn4zUAhUCH5QKHfmFD34QjRwIBw&url=http://www.civillink.net/fsozai/pc.html&psig=AFQjCNGP0rOisfAqEHos7gy5jZ20LTjBtw&ust=1495843032178248
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjyl5fgn4zUAhUCH5QKHfmFD34QjRwIBw&url=http://www.civillink.net/fsozai/pc.html&psig=AFQjCNGP0rOisfAqEHos7gy5jZ20LTjBtw&ust=1495843032178248


© Hitachi, Ltd. 2017. All rights reserved.

２-８. キャッシュ創出力強化とコスト戦略

19

107.5日

20１6年度
(実績)

97.2日

2017年度
(見通し)

95.7日

20１8年度
(見通し)

*パープロ：一人あたりの生産性
CCC：Cash Conversion Cycle

改善ポイント（2015年度比）

▲ 0.8

▲ 2.5
▲ 1.6

3.2

5.8

7.6

▲ 5

0

5

10

2015年度

(実績)

2016年度

（実績)

2017年度

（見通し)

2018年度

（見通し）

グロスマージン

販売費および
一般管理費（SG&A)率

CCC

事業構造改革推進、事業効率の向上

 量産
パープロ*向上、 固定費率低減

 非量産
固定費削減、プロジェクト管理体制強化

販管費

 量産・非量産
直接材料費低減
グローバル調達力強化
新製品開発時の原価企画管理

グロス
マージン

 量産
業務プロセス改革によるCCC改善

（棚残圧縮、リードタイム短縮）
Sullair社シナジー創出

 非量産
プロジェクト収支管理の徹底

（キャッシュフローモニタリング推進）

キャッシュ
創出力
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インダストリアルプロダクツビジネスユニット事業戦略
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３-１. 業績推移
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2015年度(実績) 2016年度(実績) 2018年度(見通し)

3,723

4,200

3,444

資源系
市場悪化
▲209

省エネ・
リニューアル、
グローバル
事業拡大

+330

Sullair社
買収効果

+4

77
157

340

為替
影響
▲17

ロスコスト
削減
+38

構造
改革
+75

2015年度(実績) 2016年度(実績) 2018年度(見通し)

2017年度(見通し)

3,600
為替
影響
▲70

資源系
市場悪化
▲161

グローバル
事業拡大

+118

Sullair社
買収効果

+270

売上減
▲90

2017年度(見通し)

195売上減
▲8

為替影響
▲7

既存事業
グローバル
事業拡大他

+39原価
低減
+42

構造
改革
+7

Sullair社
買収効果
+46

Sullair社
買収効果

+230

為替
影響
▲31

原価
低減他

+74

売上収益 （単位：億円）

調整後営業利益 （単位：億円）

原価低減
+60
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売上収益
（億円）

調整後営業利益
／ＥＢＩＴ（億円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

4,000

318
（8.0%）

288
（7.2%）

2015年度
（実績）

2016年度
（実績）

2017年度
（見通し）

2018年度
（見通し）

500

400

300

200

100

0

売上収益 調整後営業利益（率） ＥＢＩＴ（マージン）

3,723
3,444

4,200

77
（2.1%） 50

（1.3%）

157
（4.6%）

86
（2.5%）

340
（8.1%） 300

（7.1%）

3,600

195
（5.4%） 170

（4.7%）

２０１５年度（実績）

海外売上収益比率 ２７％

２０１６年度（実績）

２５％

２０１７年度（見通し）

２６％

２０１８年度（見通し）

３２％

2018年度
（目標）

量産
1,740

1,950

非量産
1,983

1,494

2,250

1,350

2,650

1,550

2,300

1,700
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２０１８年度にむけて
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将来予想に関する記述

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点で合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく異なることがありえます。
その要因のうち、主なものは以下の通りです。

・主要市場（特に日本、アジア、米国および欧州）における経済状況および需要の急激な変動
・為替相場変動（特に円／ドル、円／ユーロ相場）
・資金調達環境
・株式相場変動
・原材料・部品の不足および価格の変動
・長期契約におけるコストの変動および契約の解除
・信用供与を行った取引先の財政状態
・製品需給の変動
・製品需給、為替相場および原材料価格の変動並びに原材料・部品の不足に対応する当社および子会社の能力
・新技術を用いた製品の開発、タイムリーな市場投入、低コスト生産を実現する当社および子会社の能力
・価格競争の激化
・社会イノベーション事業強化に係る戦略
・企業買収、事業の合弁および戦略的提携の実施並びにこれらに関連する費用の発生
・事業再構築のための施策の実施
・持分法適用会社への投資に係る損失
・主要市場・事業拠点（特に日本、アジア、米国および欧州）における社会状況および貿易規制等各種規制
・コスト構造改革施策の実施
・人材の確保
・自社特許の保護および他社特許の利用の確保
・当社、子会社または持分法適用会社に対する訴訟その他の法的手続
・製品やサービスに関する欠陥・瑕疵等
・地震・津波等の自然災害、感染症の流行およびテロ・紛争等による政治的・社会的混乱
・情報システムへの依存および機密情報の管理
・退職給付に係る負債の算定における見積り
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